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［成果情報名］トルコギキョウの高品質切り花生産を目的としたブラスチング発生要因の解明

と複合環境制御によるブラスチング抑制技術 
 

［担当機関名］農業試験場暖地園芸センター園芸部 ［連絡先］0738-23-4005 

［専門分野］ 花き               ［分類］普及 

［背景・ねらい］ 

県内のトルコギキョウは、８月中、下旬に定植を行い、年内に１番花を、翌年春に２番花の２回

収穫を行う作型が中心です。近年の天候不順でトルコギキョウの蕾（花芽）が枯死するブラスチン

グが問題となっています。そこで、複合環境制御を導入し、栽培中の施設内環境条件のモニタリン

グを行い、ブラスチングが発生する条件を明らかにし、複合環境制御でブラスチングの発生を抑制

する方法について検討します。 

［研究の成果］ 

１. １番花では、晴天時に3日間CO₂ 施用を停止するとブラスチングが発生しました。3日間の曇天

だけではなく、CO₂ 濃度の低下でブラスチングが発生したことから、CO₂ 濃度や日射量などの低

下で光合成量が減少し、合成されるエネルギーが不足するため花芽を維持できなくなりブラスチ

ングが発生していると考えられました（データ省略） 

２．CO₂ 施用とミスト散布を併用した複合環境制御を行うと、日射量が急増しても飽差が低下し気孔

が開きやすいのでCO₂ の吸収がすすみ、ハウス内CO₂ 濃度の低下が続きました（図１，２ 青線）。

しかし、ミスト施用が無い対照区では、急激な日射量の増加でハウス内CO₂ 濃度が増加したこと

から、植物のCO₂ 吸収が止まっていることがわかりました（図１，２ 橙線）。このことから、

複合環境制御で植物の光合成が促進されやすい環境を作れることがわかりました（図１，２）。 

 

 

 

 

 

 

 

３．１番花では、花芽分化期が晴天の場合、複合 

 

 

３．環境制御でCO₂ を補うと光合成量が増加しブラスチング発生率は低下します。日射量は充分にあ

るもののCO₂ 不足が光合成の制限要因となり、花芽を維持するエネルギーの不足でブラスチング

が発生したと考えられます。一方、花芽分化期が曇天の場合、光合成の制限要因は日射量となり、

複合環境制御でCO₂ 供給を行っても光合成量は増加せず、ブラスチングの発生率は低下しなかっ

たと考えられます（表１）。 

 

図２ 晴天時（9/21）のハウス内CO₂ 濃度の推移 図１ 晴天時(9/21)のハウス内環境の推移 



　　　　　CO₂施用

　品種 CO₂施用なし 日射比例CO₂施用

プロポーズ 38.0 6.1

ハピネスホワイト 21.0 4.5

レイナ（Ⅰ型）ホワイト 24.0 10.0

CO₂設定条件　　　：瞬間日射量0.1kwJ/m²以下CO₂濃度800ppm、
(7:30ｰ17:00）　　　　　 　 　0.1kwJ/m²以上　     500ppm

表２　２番花における日射比例CO₂施用が
     ブラスチング発生率に及ぼす影響

ブラスチング発生率（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２番花では、日射量が少ない時でも日射量に応じてCO₂ 濃度を高くする日射比例CO₂ 施用でブ

ラスチングを抑制することができました。冬季は低温になると昼間でも加温されるため、気温が

光合成の制限要因にならず、CO₂ 濃度に比例して光合成が促進され、充分花芽に栄養が送られる

ため、ブラスチング抑制効果が大きくなったと考えられます（表２）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

［成果のポイントと活用］ 

１．トルコギキョウのブラスチングは、日射量、温度、CO₂ 濃度のいずれか一つでも不足すること

で光合成が抑制されて発生することがわかりました。 

２．１番花では、光合成の制限要因がCO₂ である晴天日（日射量が多い日）に複合環境制御を行う

と光合成が促進されブラスチングが抑制されますが、制限要因が日射量である曇天日では、複合

環境制御の効果は出にくくなります。 

３．２番花では、日射量が少ない低温時は日中加温をすることから日中温度の制限要因が無くなり、

曇天日でもCO₂ 濃度を高めることで光合成が促進されブラスチングを大幅に抑制することがで

きます。 
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